
 

 
 

０８－Ｄ－１１２０ 

２００９年１月２８日 

独立行政法人日本学生支援機構 （証券ｺｰﾄﾞ：－） 
 

債券新規格付：「ＡＡ＋」(ﾀﾞﾌﾞﾙ A ﾌﾟﾗｽ) 
  
株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）は、以下のとおり債券の格付けをしましたのでお知らせします。 
 

発行体：独立行政法人日本学生支援機構 
 
【新規】 

(対 象)  (発行額) (発行日) (償還期限)   (利率)   (格付) 

・第 15 回日本学生支援債券   300 億円 2009 年 2 月 6 日  2011 年 1 月 20 日   0.78%      AA+ 
 

担保提供制限：なし（本債券は一般担保付であり、財務上の特約は付されていない。） 

その他の特約：なし 

社債管理者  ：不設置（ただし、独立行政法人日本学生支援機構法に基づき受託会社が選任されている。） 

【参考】 
(対 象)   （格付）   （見通し） 

・長期優先債務     AA+     安定的 
  
【格付事由】 

(1) 独立行政法人日本学生支援機構は、奨学金貸与事業、留学生支援事業及び学生生活支援事業を行う国の全額出資

の独立行政法人である。ＪＣＲでは09年1月26日に、支援機構の長期優先債務及び既発行債券の格付けを「Ａ

Ａ＋」と公表しており、その後、格付けに影響を与えるような特段の事象は発生していない。 

 

(2) 国からの財源のうち、奨学金債権に係る貸倒引当金及びそれに対する財源措置の動向には注意する必要があり、

これまでのところ、国の支援姿勢は相応と判断される。未収財源措置予定額については必要額全額が資産計上

されており、また未収財源措置予定額に対応する財源措置である回収不能債権補填金については、07 年

度予算で減額されたものの、減額分は 08年度予算が増額されることにより措置されている。09年 4月

から始まる次期中期計画には、新たな回収目標が設定される見込みであり、目標の達成度如何では国か

らの財源措置に影響する可能性があることから、設定される指標の内容及びその目標水準が注目される。 

以 上 
 

（シニアアナリスト 小峯 崇志、 アナリスト 羽鳥  達雄） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 



 

 
 

 
 

 

（情報メディア用） 
奨学金貸与事業等を行う国の全額出資の独立行政法人。国からの財源のうち、奨学金債権に係る貸倒引当金及びそ

れに対する財源措置の動向には注意する必要があり、これまでのところ、国の支援姿勢は相応と判断される。未

収財源措置予定額については必要額全額が資産計上されており、また未収財源措置予定額に対応する財源措置で

ある回収不能債権補填金については、07年度予算で減額されたものの、減額分は 08年度予算が増額される

ことにより措置されている。09 年 4 月から始まる次期中計には、新たな回収目標が設定される見込みであり、目

標の達成度如何では国からの財源措置に影響する可能性があることから、設定される指標の内容及びその目標水準が

注目される。 

 


